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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年1月5日(2012.1.5)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月8日(2011.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　更に、各々の列挙した範囲は、範囲の全ての組合せおよび下位組合せ、更にそれに含ま
れる具体的な数を包含する。加えて、本明細書で引用または記載する各特許、特許出願お
よび公報の開示はその全部を参照により本明細書に組入れる。
　以下の態様もまた開示される。
［１］　低粘度疎水性液体パーソナルケア活性物質を保護する方法であって：
　界面活性である能力を有するポリオレフィン酸コポリマー、水、および塩基を含む混合
物を形成すること；ならびに
　該活性物質を該混合物と組合せて、懸濁した活性粒子を形成すること；
を含む、方法。
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［２］　該塩基がＮａＯＨ、ＫＯＨ、またはトリエタノールアミンである、上記［１］に
記載の方法。
［３］　該混合物を形成するステップが、ポリオレフィン酸コポリマーと塩基とを組合せ
、その後水を添加することを含む、上記［１］に記載の方法。
［４］　該活性物質を該混合物に添加する、上記［１］に記載の方法。
［５］　該組合せのステップが、該混合物を乳化することを含む、上記［１］に記載の方
法。
［６］　該コポリマーを沈殿させることによって該活性粒子の周りにシェルを形成するこ
とを更に含む、上記［１］に記載の方法。
［７］　該シェルによって規定される該粒子の粒子サイズが、２μｍ未満、好ましくは１
．８μｍ未満、好ましくは１．６μｍ未満、好ましくは１．４μｍ未満、好ましくは１．
２μｍ未満、および好ましくは約１μｍである、上記［６］に記載の方法。
［８］　該沈殿のステップが、該混合物のｐＨを低下させることを含む、上記［６］に記
載の方法。
［９］　該ｐＨをクエン酸で低下させる、上記［８］に記載の方法。
［１０］　該沈殿のステップが、安定剤を該混合物に添加することを更に含む、上記［６
］に記載の方法。
［１１］　該パーソナルケア活性物質が、ビタミン、エモリエント、サンスクリーン、油
系顔料分散体、エッセンシャルオイル、または香料である、上記［１］に記載の方法。
［１２］　該パーソナルケア活性物質がオクチノキセートである、上記［１］に記載の方
法。
［１３］　該パーソナルケア活性物質が香料である、上記［１］に記載の方法。
［１４］　ポリオレフィン酸コポリマーが、約９～約２２質量パーセントのアクリル酸単
位、好ましくは約１８～約２２質量パーセントのアクリル酸単位、好ましくは約１９～約
２１パーセントのアクリル酸単位、および最も好ましくは約２０アクリル酸単位を有する
エチレン／アクリル酸コポリマーである、上記［１］に記載の方法。
［１５］　該混合物におけるエチレン／アクリル酸コポリマーの活性物質に対する比が、
約１：１～約１：２０、好ましくは１：５～約１：１５、最も好ましくは約１：１０であ
る、上記［１４］に記載の方法。
［１６］　該エチレン／アクリル酸コポリマーが、約４．５質量パーセント～約５０質量
パーセント、好ましくは約６．３質量パーセント～約１７質量パーセント、最も好ましく
は約９質量パーセント存在する、上記［１４］に記載の方法。
［１７］　低粘度疎水性液体パーソナルケア活性物質をエチレン／アクリル酸コポリマー
でカプセル化する方法であって：
　エチレン／アクリル酸コポリマー混合物のｐＨを約７超に上昇させること；
　該活性物質を該混合物中で分散させること；および
　該コポリマーを沈殿させることによって該活性物質の周りにシェルを形成すること；
を含む、方法。
［１８］　低粘度疎水性液体パーソナルケア活性物質；およびポリオレフィン酸コポリマ
ー混合物；を含む、組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低粘度疎水性液体パーソナルケア活性物質を保護する方法であって：
　界面活性である能力を有するポリオレフィン酸コポリマー、水、および塩基を含む混合
物を形成すること；ならびに
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　該活性物質を該混合物と組合せて、懸濁した活性粒子を形成すること；
を含む、方法。
【請求項２】
　該コポリマーを沈殿させることによって該活性粒子の周りにシェルを形成することを更
に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　該シェルによって規定される該粒子の粒子サイズが、１．６μｍ未満である、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　該パーソナルケア活性物質が、ビタミン、エモリエント、サンスクリーン、油系顔料分
散体、エッセンシャルオイル、または香料である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　該パーソナルケア活性物質が香料である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ポリオレフィン酸コポリマーが、９～２２質量パーセントのアクリル酸単位を有するエ
チレン／アクリル酸コポリマーである、請求項１に記載の方法。
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